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I 第 3 時
学 習 活 動 指 年 上 の liP 意 点 備 考
1.本時の r学習挽組｣を稚塔 1.ペアごとに目的をEL抱き,LJ. 何と何について調べる 追求プリント.資料
する○ か決める. @･進んで目一事を決めているか(.コンピュー タソフト2.コンピュータソフトの使用 2.基本的な操作内容と印刷の仕方を6依 する._
法を権現する(. 田Tl 一斉指叫.T2 価別榊 匝 頭･ソフトの使用法yr稚招でき
3.データを入力する(, 3.腕力をして正Stに入力させる. たカ㌧
回 2人で脚 )ー脚 に当たる. 巨頭二回
4.目的に応じた兼や 4 意欲的に r学習課せJを追求するために 次の点に ･正しく換作できるか.
グラフを作成する.,5､ 本時のまとめと次時の千首 留音する. 画 ｢ 青面~頂 頭
･ 既習事項の何がlJfえるか考えさせる∧ ･興味をもって貴紙的に取り
時間を十分に維保十も_.Ej] 励ました r) .行き請っている生徒にはヒントを与えたりする､. 組んでいるか.匪:三重頭




学 習 活 動 指 iJt 上 の 留 意 点 備 考




T1 表やグラフの考串 Tヱ わかリやすい資料の作成[頭 重垂司○ 度数分布からtX何をとらえる､. えようとしているれ匪亘三重頭
○ 平均やちらげF)から横河をとらえる ･特i汝や阻係をわかやすく患







生徒は食料 1のデータから興味 ･関心に し ウムの関係｣｢エネルギー とタンパク質の関
たがってテーマを決めていった.､rカルシウ 係｣｢食品数 と鉄分との働係｣ -∴等｡
貸料 1 2 年 組 兼 吉十 表
順番 負 エ I タ 脂 力 i失 どタ どタ ど ナ どタ ど 塩
は こJ□口数 ネレ ンヾ 覚 Tng ノレ 分rRg タ イ タ 分 g
無仰I,i ノヰ二■ ′ク耳 一/ウム ンA ンら. ンBZ 7シン ンC ンD
芋 Xcal Ttg ng JU TrL且 ng Ig TI昔 lU
Z3 1856 SS 61 679 20 1551 1.0 1.3 ll 16 ○1.4
14 3378 lZ4 S9 640 13 lHS i.3 I.6 23 35 02.7
M 2983 96 ZT 209 9 1469 1.1 0.5 19 25 110 日.6
28 2531 128 127 1263 52 6島52 i.6 2_ー 30 28 loo 21.2
lD 22日 74 52 446 24 459 I.2 トl 日 2 03.7
ll 1626 61 46 172 7 ZlO I.8 0_7 14 29 0し5
28 1882 85 65 398 9 1653 0.9 1,D 13 8 ○2.6
14 3日つ t川 !8 568 45 2835 卜ヱ I.4 24 12 304 7.7
追求プリント2
1tJl事t■LJ 471■′い くI4〃It iLlL土旭とLlユ JtfT17F'JどtfI,てF～してん▲).





･即き､と､■ぢ リ 丘 の 番 湖 岸令,:-i,
葦 姦 鞘 恕 線 上卿 ､tk l う .
1lLL7Snqも
･鮎碩払 4 /レシ毎 叩 R 7 3 人 '
み＼しガ ､LlT1号 ＼,ヒ




























ンの栄養素をパン屋 さんに教 えて もらお
う!｣という声もでてきたくこのように生徒
の問題意識を喚起することができたと考える,J
5 合科型授業のまとめと課題
生徒の学習への興味 ･関心も高く,音欲
的な取り組みがみられた.教科を富国的に関
連させることは相乗効果が得られると思われ
るし.ただ,中学校の場合は多くの株題が考え
られる｡まず,教科担任制のため,カリキュ
ラムや指導法TLlどの話し合いの時間の確保が
あげられる.,次に.パソコン教室等の特別教
室の使用やティームティーチングで複数で指
導する場合に時間割の調整があげられる｢.こ
のように,多く教科の枠を超えての授業はか
なの困難を抱えていると感 じた｡事前の教科
間の相観も通常の授業以上の授業時間が必要
であった｡また,生徒の立場から,今までの
教科の概念から ｢今 日の授業は数学･?家庭
科･?｣という声も聞かれたL,来る総合学習の
時間までには,多くの昧題があると考えられ
る｡
見方を変えると,各教科の 目標やカ リキ
ュラムつきつめた上で合科型の授業を仕組む
よりは,ゆったりとした枠組みの中で,あま
り規制にとらわれないで考えるていく方が自
然である｡また,この実践でも使用 したよう
に電卓やコンピュータは教科と教科を結ぶ接
点になる｡
以上のことから,合科型の授業は克服す
べき株題も多い.しかし,このような授業は,
生徒が生活に密著した課題の解決を通 して,
現実の生活の様子を総合的に理解 していくた
めにも大切である｡そして,生徒がそれまで
に学習した見方や考え方,知織等を総合的に
活用していく点でも有効である｡
研究臨力者
家庭科･- -赤木祥子,小棒和子
(岡山大学教育学部附属中学校)
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